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甲状腺腫の発生率に関する研究
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　　　　　　　　1はじめに　　　　　畑公ム鰍授）に依頼して凱し，デー鋼均一一触
　われわれはこれまで摂野県下昏地において卵状腺　　　計るよう配慮した。

腫，特に「Fl状腺癌に関する疫学的調i重藪研究な笑施して

いるが①②⑨④，・妨はいず2・Lもその有榊酸学　　　　・II融成綾
並びに臨床的に検討したものである。結果はかなり商　　　　　1．　調査対象と受診潜

い有榊を示しているが陵劉肉に胴時に1隙腺腫　llil騨號②におけ綬診撚4，325g，（S」2，　Q92，　IK・

の発生状況をみ秘要がある・　　　　　2，233）であつたが，それ以後本讃翻盤での聡2年
　われわれは昭和40年に長里1予県東筑鷹郡＃ilJ日村におい　　間に転出及び死亡したものが相当あり，本調恋で爽際

て甲状脚醸態融を蹴し・たが・たまたまその鉾　剛象となったのは4，059名であつた．この内，われ

同榔浦繊人轍診のさV・職腺角購鰍みたと　わ2・ei・｛tの8・．7％に脳する3，3・8名を融したが，

ころ，前年所見を有しなかつたものから甲状腺腫が少　　　その性別対象者及び受診者数（率）は第1識に示す如

なからず発見されること臨付V・た。このため錐創　　くである。

調査後ほぼ2年を経た時期を選んで甲状腺腫の発生状

況鹸討する働本融蝦施した・なお・本融で　T。b1。．1．　N。mb，，．。f．1。habi、、n、，、。d

は甲状樋の持搬鹸　寸するため・第・剛鰹の　　　E＿i。。dbyS，。
有病者の2年後の状況を同時・に調査したのでそれらの

成績も合せ鮪す・．　　　　　　…　鑑器温翌呈鵬、8f％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’”にim－．－－－－－－－ke－F－ntH．
　　　　　　　　II調査方法　　　　　Male　　1・　9”・8　　・・52・　77・・7
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fernale　　　　2，：LOI　　　　　　1，797　　 85。5
　朝日村においては昭和40年に全村驚を対象とした甲

状腺鍾実態調査を実施したが，本調査はそれに受診し　　　Total　　　　4，059　　　　3・318　　81．7

たすべての住民を調査対象とした。しかし，第1回調

査後転出及ひ死亡したものはこの調査対象から除外し　　　　　2・新たに発見された甲状腺腫

た。　また・第1回調査のスクリー・　＝ングは昭和40年　　　　本調査で甲状腺踵を確認したのは102例あつたeし

7月に突施したので・本調査もそれとほぼ時期を同じ　　　かし・これには前圓調査で既に異’茜なを認め本調査時に

くするよう考慮し昭和42年5～6月にスクリー一　aング　　至つてなお甲状腺腫の持続していた33例が含まれるの

を実施した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で，今回新たに発見されたのウよ69例である。

　異常者の判定は，われわれの従来の報告と同じく，　　　　　a）発生率

音脚咄剛’てのスクリーn・’7グ1・職地がDie一　発生，鱒出に1浦回融で異常を認め規のを除夕卜

te「1eの判趨靴従つて徹い（渡以上輔鯉　し媛診灘つい一（・・”なう必要がある。翻査の贈
した）濠擬言猪の再艦級び臨床‘膳断・燈に関　勧中でil町1鮪瀦であつたものが6銘し、たので｝　．nlr

しては本学゜第2外騨教鱗即コ男助教授（主任・　れをのぞく3，249名について2ケ年を1醐としたL・Fl状



第4号（1967）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　49　一一（615）

Table　2　1ncidence　Rate　of　Goiter　per　Two　Years，　by　Sex　and　Age－group

　　　　　　　　　　　　　　（per　100　subjects　examined）

　　　　　　　　　　　　　　Male　　　　　　，　　　　　　　　　Female

Age’gr

h鑑壁雛螺騨lll臨8・雛ed贈
O－9　　　　　　 305　　　　　　1　　　　　　0．3　　　　　　　292　　　　　 2　　　　　　0．7

10－19　　　　　　265　　　　　 2　　　　　0。8　　　　　　 255　　　　　3　　　　　　1．2

20－29　　　　　　　　　　127　　　　　　　　　1　　　　　　　　　0．8　　　　　　　　　　　145　　　　　　　　4　　　　　　　　　　2，8

30－39　　　　　　　　　243　　　　　　　　　1　　　　　　　　0。4　　　　　　　　　　293　　　　　　　　5　　　　　　　　　1．7

40一鞠49　　　　　　　　　　213　　　　　　　　　3　　　　　　　　　1．4　　　　　　　　　　　283　　　　　　　18　　　　　　　　　　6．4

50－59　　　　　　　　　　170　　　　　　　　　4　　　　　　　　　2．4　　　　　　　　　　　230　　　　　　　15　　　　　　　　　6．5

60－69　　　　　　 135　　　　　　3　　　　　　2．2　　　　　　　159　　　　　 3　　　　　　1．9

70－　　　　　　　　　　　　　57　　　　　　　　　1　　　　　　　　　1．8　　　　　　　　　　　　77　　　　　　　　3　　　　　　　　　　3，9

All　Ages　　　　　　1，515　　　　　　　16　　　　　　　　1．1　　　　　　　　｛，734　　　　　　　53　　　　　　　　　3，1

腺腫発生率を筑繊すると2．　．1，　％と’1：り，その性・年令　　　　　　3・飼回調査・有病者の2年後の状況

階級別発生率は第2表の如くである。性別では男1・1　　　われわれ1よ前圓調査で玉OO例のrp状腺腫を礁1認した

％，女3．1％で女に約3借多く発見された。また，年　　　が，このうち69例ほ本調斑にも受診したのでそれらの

令的には女では40～50才代に多く6．4～6，5％認め　　　状況を第4衰に示した。

られたが・男は例数が少ないのでその傾向は見出し難　　　治療例として，乎術したものでは殆んどが治ゆして

い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いるが，ただ1例は結節を町び形成しているのが認め

　　b）発生例の病型　　　　　　　　　　　　　　　　られた。内服治療では昌例中3例が腫瘤の消失をみて

　われわれの従来の調査では・明らかに病的と認めた　　いるが，残る5例は病的腫大をなお認めている。

有病者のほか多少とも甲状腺の腫大したもの（Die－　　　一・方，いずれの病型でも経過観察としたものでは願

terleの判定基準1度及び1一皿度）も記載してい　　　瘤1肖央が多くみられ，特にNontoxic　diffuse　type

る。しかし・これまでの報告にはこのような前疾病段　　　ではそれが34例中14例（412％）に及んでいる。

階のものの成緻は詑述しなかつたが，本調査では発生

例が前回調査でどの様な所見であつたか病型に合わせ　　　　　　　　　　　IV　考　　察

第3表に示した。　　　　　　　　　　　　　　　甲状腺腫に関する調査報告は内外共に多いが，その

　Nontoxic　diffuse　type力竃やや多いがNolltoxic　　いずれも有病率を論じたものであり，発生率を検討し

nodular　typeと相半ばし，　Toxic　diffuse　typeが　　　たものは殆んど見られない。

別に1例みられた。また，これらの前回調査時の所見　　　　われわれがこれまで長野県下各地で調査した成績も

はその76．8％が全く触知できない0度であつたが，残　　　有病率を中心としたものであるが，ただこれまでの調

るものは前回調査でも多少触知されるものであつた。　　　査を通して時にスクリー昌ングで確爽に腫瘤を認めな

Table　3　Developmen七〇f　Goiter　in　the　Two　Years　between　the

　　　　　Previous　and　the　Present　Survey

　　　　　　　　　　　　　　　State　of　Thyroid　Glalld　in　the　Previous　Survey

Type　of　Goiter　detected　　　　　　（According　to　Dieterle’s　Criterion）

in　the　P「esent　Survey　　　　　　　　　　　　　Degree

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　TotaI
　　　　　　　　　　　　　　　　　O　　　　　　I　　　　　I－II

Nontoxic　diffuse　　　　　　　　23　　　　　　3　　，　　　　9　　　　　　　35

Nontoxic　nodular　　　　　　　　　　　29　　　　　　　　　1　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　33

Toxic　diffuse　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　0　　　　　　　0　　　　　　　　1

Tote置　　53　412　69
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Table　4　Fate　of　Goiter　detec七ed　in　the　Previous　Survey

Diagnosis　　　　　　　　　　Therapeutic　Direction　　　　　　　　　　　　　Resu1t

Toxic
．　　　　　　　　　received　medical　treatエnent－一一一一一一一・・better　　　　　　l
dlffuse　type

　　Total　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　69

がらも数ケ月後確認のため再検査を行なうとそれが全　　　次に，発生率の年令的傾向で｝止40～50オ代に簗中l／l勺

く消失，あるいは極度に縮少したりするもののあるこ　　に発生していることが将に女でみられるが，これは閉

とを経験しており，このことから慢性疾患の一つと考　　　経期にほぼ一致するものでそれらとの関係を想わせる

えられる甲状腺腫もその一部は放雌していても腫大度　　　結果といえよう。しかし，このことは更に他地区で広

にかなり変動のみられることが予想された。　　　　　　範囲に同様の検討を行なった成績を待つて結論づけな

　本調査は本稿のはじめにふれた様な動機とこの様な　　　ければならないe

調査経験をもとに甲状腺腫の発生率検討のため予備調　　　　次に発生例（69例）について検討してみると，病型

査的に行なつたものである。調査に当つてはできれば　　分布は壱まぼ有病率のそれに近い傾向にあるといえる

ユ年間という期聞で発生率を検討したい考えであつた　　　が，若干異なる点はNontoxic　diffuse　typeが半～数

が，今回はその予備的段階として初圓調査後2年目に　　強に止まりNontoxic　nodular　typeカミ半数近くをし

これを実施することになつた。　　　　　　　　　　　　めていることである。一方，発生例の多くは前回全く

　調査成績につき以下考察を加えてみたい。　　　　　　　所見のないものから発生しているが，残る約ILんは前

　まず，2年間における発生率は全体で2．1％（男　　　園調査で既に多少腫瘤を触知した状態にあるものから

1．　8，女3，9）であつたが，従来この種調査が甲状腺腫　　　出ている。

にっき報告されていないのでその頻度を比較すること　　　　また，逆の面では一度病的に踵大した甲状腺踵は放

はできない。ただ印象として前回調査の有病率（2．3　　Kn，．1．1してもそれがいつまでも持続するものとはいえな

％）とほぼ同率の発生率が認められるのはやや多すぎ　　　い。即Lら，前圓調査の有病者を追跡調査した結果でも

るのではないかと思われた。しかし，前圓も今回もス　　　「経過観察」とし放嚴した甲状腺腫41例のうち16例

クリー一　＝ソグには全て丸地がこれに当つたので検者に　　　（39．0％）は2年後には消失（ないし正常範囲の腫大

よる技量の差は考えられないし，また前回調査での　　　に縮少）しており1特にNontoxic　diffuse　typeに

「とりこぼし」の可能性も考慮して発見されたケース　　　それが多く認められている。

ごとにそれを検詞してみたが，殆んどのもの幽（2例の　　　上認2つの調査結果から考えても経時的に甲状腺腫

みは前圓見落したとも考えられる）が確案にこの2年　　　を観察するとその一部は案外変動するものであること

間にあらたに発生したと考えられるものであった。更　　　は明らかである。

に消失例から甲状腺腫の持続期間という点を考えると　　　従つて，甲状腺腫の発生率の検討には，われわれが

発生率はこれより高くなることもありうる。以上の　　本調査で試みた様に，甲状腺の腫大度を程度別に把握

3点からこの成績は一応2年間という期間における甲　　　しそれを経時的に観察していく中で検討・評価すべき

状腺腫発生率と考えてよかろう。　　　　　　　　　　　ものと考える。
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　いずれにせよ，木調査は甲状腺腫発生率検討のため　　　　　　　　　　　　Abstraot

の予備調査であるので，今後われわれはここで得られ　　　　　In　order　to　determine　the　incidence　rate

た調査結果を加味してこの問題を更に明確にしたいと　　of　goiter，　the　autllors　carried　out　a　survey　ill

考えている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　adistric七in　Nagano　Prefecture，　in　which　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　prevalence　rate　of　goiter　had　been　surveyed

　　　　　　　　　V結　論　　　　　　about　two　years　ago．
　われわれは甲状腺腫発生率検討の予備調査として長　　　　The　conclusions　obtained　from　the　survey

野県東筑摩郡朝日村において2年の閻隔で調査を行な　　are　as　follows：

い次の様な結果を得た。　　　　　　　　　　　　　　　　1）The　incidence　rate　of　goiter　per　two

　1）　甲状腺腫発生率（2年間）は全体で2．1％（男　　　years　was　2，1per　cent　in　all　examined，　i，　e。

1．1，女3，1）を示し，年令的には女の40～50才代に多　　　1．／per　cent　for　males　and　3，1per　cent　for

くみられた。　　　　　　　　　　　　　　　　　females．

　2）新しく発見された甲状腺腫の病型分布は有病率　　　　　2）The　incidence　rate　of　goiter　itl　the

でのそれと特に差のあるものでなかつた。　　　　　　　4th　and　5tll　decade　of　female　was　higher　than

　3）　甲状腺唾の持続は必らずしも憧常性はなく放概　　　any　of　those　specified　by　age－group，

していても消失するものが一部にあり，特にそれが　　　　3）　The　type　distribution　of　goiter　deteo＿

Nontoxic　diffuse　typeセこ多くみられた。　　　　　　ted　newly　ill　the　present　stttdy　wa3　not　dif－

　4）　甲状腺腫発生率の検需寸は単なる発生頻度のみで　　　feren＃from　tllat　wh1ch　obtained　in　the　pre一

なくその腫大程度を経時的に把楓する方法セこよって明　　　vious　stttdy．

確にすべきものである。　　　　　　　　　　　　　　　　4）SQme　cases　Qf　n（＞ntoxic　diffuse　type　Qf

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　goiter　detected　in　the　previous　sttrvey　dis一

　稿を終るにあたり本調査に御協力いただいた本学策　　　appeared　in　the　periQd　of　two　years，

2外科学教室降旗力男助激授（主任：丸田公雄教授）　　　　1n　order　to　investi’gate　the　incidence　ratc

に感謝いたしますo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　of　goiter，　we　have　to　followロp　the　relation制

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ship　between　the　degree　and　the　duration　of
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